
県
議
会

月
定
例
会
の
前
に

11

開
か
れ
た
県
防
災
計
画
見
直
し

検
討
委
員
会
で
、
福
井
原
発
で
事

故
が
お
き
れ
ば
放
射
能
汚
染
が

全
県
を
お
お
う
と
い
う
シ
ミ
ュ
レ

ー
シ
ョ
ン
結
果
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

原
発
撤
退
は
、
緊
急
課
題
で
す
。

と
こ
ろ
が
県
議
会
で
は
、
放

射
線
の
琵
琶
湖
へ
の
影
響
や
、
放

射
線
を
測
定
す
る
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

ポ
ス
ト
の
配
置
な
ど
が
議
論
さ

れ
た
も
の
の
、
最
大
の
安
全
対

策
、
原
発
を
ゼ
ロ
に
す
る
課
題
は

議
論
に
も
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

日
本
共
産
党
は

月
に
政
府

11

や
関
西
電
力
、
日
本
原
電
と
交

渉
し
、
原
発
の
撤
退
、
安
全
対

策
は
原
因
者
負
担
で
と
要
求
。

近
畿
１
４
０
０
万
人
の
命
の
水

源
、
琵
琶
湖
を
「
放
射
線
測
定

の
対
象
地
域
」
か
ら
除
外
し
て
い

る
政
府
の

誤
り
を
指

摘
し
て
認

め
さ
せ
た

ほ
か
、
関
電
に
安
全
協
定
の
締
結

を
約
束
さ
せ
て
き
ま
し
た
。

原
発
立
地
県
な
み
の
安
全
協

定
で
、
嘉
田
知
事
は
「
今
年
度

中
の
締
結
」
を
め
ざ
す
考
え

を
明
ら
か
に
し
ま
し
た
。
し
か

し
、
原
発
の
「
必
要
性
」
を
認

め
、
撤
退
期
限
も
明
ら
か
で

な
い
知
事
の
「
卒
原
発
」
の
考

え
方
で
は
、
原
発
再
稼
動
へ
の

県
の
対
応
が
心
配
で
す
。

安
全
協
定
や
事
故
対
策
を

原
発
容
認
の
新
た
な
「
安
全

神
話
」
に
し
な
い
よ
う
、
日
本

共
産
党
は
み
な
さ
ん
と
力
を

合
わ
せ
原
発
撤
退
の
大
運
動

を
広
げ
ま
す
。

原
発
な
く
す
議
論
な
し

近
江
大
橋
の
無
料
化

全
会
一
致
で
先
送
り

生活道路は無料が原則
積立金を使えばすぐにも可能 ！

流域治水方針

を先送り…
自民党は、県が提案した「流域治水

基本方針」案を継続審議にし、先送りしてしまいました。北川

ダムなど、ダム復活の“巻き返し”がねらいです。

自民党は、基本方針案を審議した特別委員会の前日、県市

長会（会長・目片信大津市長）から「十分な時間をとった協議

を」と県に求めた「要望書」をとりつけ、県の方針は「市長に

理解されていない」と主張しました。

しかし県は、「方針は２００７年から１１回の会合を開き、市町

長から意見はとくになかった」と反論。市長会も、「十分な説

明もなく」という部分を削除した要望書を提出しました。

ダムに頼らず、流域全体で総合的な治水対策をというの

が流域治水です。これまでのダムなどで洪水を「川の中」に

閉じ込める治水対策は、「ダムができたから、もう洪水は起き

ない」といって河川のはんらん地域に住宅開発を認めるよう

なことが行われてきました。ダムは、昨年の台風１２号で、和

歌山県や奈良県に降った豪雨に無力で、建設予定地の住民

の暮らしも荒廃させてきました。

時を同じくして、民主党政府は、ムダな公共事業の見直し

という公約を破って、“ムダの典型”と言ってきた八ツ場ダム

（群馬県）について建設推進に、コロリと態度を変えました。

自民党も民主党も、政治の中身はまったく同じです。

傍
聴
席

緊
急
事
態
基
本
法
の
早
期
制
定

を
求
め
る
意
見
書
」
「
拡
声
器
条
例

の
改
悪
」
…
一
般
の
マ
ス
コ
ミ
で
は

全
く
報
じ
ら
れ
て
い
な
い
こ
ん
な

も
の
が

月
県
議
会
で
可
決
さ
れ
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た
。
▼
前
者
は
、
大
震
災
や
津
波
、

集
団
テ
ロ
、
北
朝
鮮
の
脅
威
な
ど

を
あ
げ
有
事
の
際
に
人
権
な
ど
を

制
限
で
き
る
有
事
法
制
を
つ
く

れ
、
と
い
う
内
容
。
統
一
協
会
の
教

祖
・文
鮮
明
の
息
子
が
役
員
を
務

め
る
団
体
が
請
願
を
出
し
た
も

の
。
▼
拡
声
器
条
例
の
改
悪
内
容

は
、
こ
れ
ま
で

メ
ー
ト
ル
以
上
の

10

距
離
で
測
定
し

デ
シ
ベ
ル
以
上

85

の
音
を
出
し
た
場
合
に
規
制
対
象

と
な
っ
た
が
、
今
回
は

メ
ー
ト
ル

10

離
れ
ず
に
密
着
し
て
測
定
し
、

メ
10

ー
ト
ル
距
離
換
算
で

デ
シ
ベ
ル

85

と
推
測
で
き
れ
ば
規
制
対
象
と
な

り
、
現
場
の
警
察
官
に
停
止
命
令

の
権
限
も
与
え
る
も
の
。
▼
い
ず
れ

も
人
権
侵
害
の
危
険
を
臭
わ
せ
る

も
の
だ
が
、
こ
れ
に
対
し
て
正
面
か

ら
反
対
の
論
陣
を
張
る
議
員
は
一

人
も
い
な
か
っ
た
。
自
由
法
曹
団
、

国
民
救
援
会
な
ど
が
拡
声
器
条
例

の
改
悪
を
行
わ
な
い
よ
う
申
し
入

れ
た
が
、
さ
ら
に
監
視
を
強
め
県

民
運
動
の
広
が
り
の
中
で
人
権
抑

制
に
つ
な
が
ら
な

い
よ
う
取
り
組
ま

な
け
れ
ば
と
痛
感

し
た
。

（Ｎ
・Ｔ
）

全県に放射能の雲が…

美浜原発

50㎞

3 0㎞

美浜原発で過酷

事故が起これば

19市町中

18市町が汚染

今
年
の
９
月

日
で
有
料
期
間
の
期

25

限
が
切
れ
る
近
江
大
橋
。
と
こ
ろ
が

月
11

県
議
会
で
知
事
提
案
の
１
年
３
ヵ
月
先
延

ば
し
案
が
全
会
一
致
で
可
決
さ
れ
ま
し

た
。近

江
大
橋
は
、
橋
区
間
だ
け
で
な
く

大
津
市
丸
の
内
町
か
ら
草
津
市
木
川
交

差
点
ま
で
の
生
活
道
路
で
す
。
生
活
道

路
は
無
料
が
原
則
で
す
。

こ
れ
ま
で
４
車
線
化
や
整
備
区
間
の

事
業
拡
大
な
ど
で
２
０
０
２
年
ま
で
の
有

料
期
間
が
次
つ
ぎ
延
長
さ
れ
て
き
ま
し

た
。
今
回
は
橋
げ
た
劣
化
防
止
工
事
（
８

億
１
千
万
円
）
の
た
め
だ
と
言
い
ま
す
。
し

か
し
積
立
金
の

億
円
を
活
用

50す
れ
ば
、
無
料
化

は
す
ぐ
に
も
可
能
で
す
。

日
本
共
産
党
は
こ
れ
ま
で
も
無
料
化

を
要
求
し
て
き
ま
し
た
が
、
嘉
田
知
事
は

「
関
係
市
長
の
意
見
を
聞
い
て
無
料
化
時

期
を
決
め
る
」と
し
て
き
ま
し
た
。

自
民
党
な
ど
は
、
①
無
料
化
の
社
会

実
験
を
行
う
②
２
０
１
３
年

月
以
後

12

は
安
易
に
延
長
し
な
い
、
な
ど
の
付
帯
決

議
を
つ
け
ま
し
た
。
し
か
し
こ
の
決
議
も

来
年

月
に
「
必
ず
無
料
に
せ
よ
」
と
い

12

う
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。


